
令和３年度全国学力・学習状況調査の小学校の国語、算数、中学校の国語、数学に係る児童生徒の解答状況
から、特に課題と考えられる設問を明らかにし改善策をまとめました。各学校の調査結果と照らし合わせ成果
と課題を整理するなど、本資料を各学校の取組の参考としていただきますようお願いします。

管内の平均正答率

【小学校】 国語:64.7 算数:67.0
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中学校国語 国語 A B
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中学校数学 数学 A B

管内の平均正答率の推移

管内の平均正答率が４割未満と低い傾向があった設問

【中学校】 国語:62.9 数学:53.0

設問 全国 北海道 管内 自校

２⃣三 34.4 32.0 33.8

２⃣四 29.7 27.4 28.0

設問 全国 北海道 管内 自校

２⃣(3) 46.0 43.6 39.5

小学校国語

小学校算数

設問 全国 北海道 管内 自校

２⃣一 24.8 24.5 23.1

３⃣一 43.7 43.2 37.7

３⃣四 20.5 18.4 20.7

４⃣三 40.3 39.4 38.0

設問 全国 北海道 管内 自校

６⃣(3) 30.3 30.1 25.8

７⃣(2) 27.7 27.3 24.9

８⃣(2) 36.8 34.9 33.1

８⃣(3) 11.1 8.9 8.0

９⃣(1) 44.3 42.7 39.8

９⃣(3) 29.8 28.6 24.2

中学校数学

中学校国語

小学校国語

小学校算数

各設問について、自校
の平均正答率を記入し、
全国等の状況と照らし合
わせながら自校の傾向を
分析してください。
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国語２⃣ 設問四
【趣旨】
目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することが

できるかどうかをみる。

【学習指導に当たって】
文章を要約するためには、目的に応じて文章全体から必要な部分を選び、内容を端的に説明す

ることが大切です。その際、要約する分量などについても目的に応じて考えることも必要です。
同じ文章を読んでも、読み手の目的によって内容の中心となる語や文が異なる場合があるため、
要約した文章も異なるものになることを確認することが効果的です。

管内の正答率が低い傾向があった設問と改善策

算数３ ⃣ 設問(4) 
【趣旨】
帯グラフで表された複数のデータを比較し、示された特徴を

もった項目とその割合を言葉と数を用いて記述できるかどうかを
みる。

【学習指導に当たって】
複数のデータについて、項目の割合を比較するために、帯グラフからそれぞれの割合を読み取

ることができるようにすることが大切です。また、各項目の特徴や傾向を読み取ることができる
ようにすることも重要です。
なお、集めたデータを分析する際、データの種類や項目の数を考え、目的に応じて、これまで

に学習してきている簡単な表や二次元の表、棒グラフ等の表現から適切なものを選択して表して
みることで、データの特徴や傾向を捉え、結論について判断できるようにすることが大切です。
また、児童が自分たちが出した結論について多面的に捉え考察できるようにすることも大切です。

【小学校】

データの活用
記述式

読むこと
記述式
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国語３⃣ 設問四
【趣旨】
文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考えをも
つことができるかどうかをみる。

【学習指導に当たって】
文学的な文章を読んで生徒が自分の考えをもつためには、「構造と内容の把握」や「精査・解

釈」の学習過程を通して理解したことを他者に説明したり、他者の考えやその根拠などを知った
りするように指導する必要があります。その上で、改めて生徒自身が文章をどのように捉えて精
査・解釈したのかを振り返ることで自分の考えを確かなものにするように指導することが大切で
す。

数学８⃣ 設問(3) 【趣旨】
データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用い
て説明することができるかどうかをみる。

【学習指導に当たって】
データの分布の様子を捉える場面を設定し、データの傾向を的確に捉えて判断することができ

るように指導することが大切です。
本設問を使って授業を行う際には、「日照時間が６時間以上の日は、６時間未満の日より気温

差が大きい傾向にあるかどうか」について、データの分布の比較から検討し、判断する場面を設
定することが考えられます。その際、作った二つの度数分布多角形の形や位置関係に着目して、
二つの度数分布多角形における分布の特徴について話し合うことが考えられる。その上で、見い
だした分布の特徴から結論をいうためにふさわしい根拠となるものを取り上げ、判断したことと
その理由について説明する活動を取り入れることが考えられます。

【中学校】

資料の活用
記述式

読むこと
記述式
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